




〈研究目的〉

近年わが国の幼児のう蝕は減少してきているが、まだう歯の多い地区もあり、FDI の提唱

する西暦 2000 年に 5～6歳児の半数にう蝕がないようにするという目標達成はかなり困難

な現状である。当面する母子歯科保健の問題点としては 4～5 歳児のう蝕予防であると考

え、本研究班は幼児のう蝕予防対策を検討する目的で前述のリサーチクェスチョンの基に

研究を行なった。


